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東京農業大学
応用生物科学部醸造科学科3年

畠感海輩滝守宮崇由

FaVoの活動の柱は農家の手伝い。日帰り

で近郊の農家を訪ねることもあれば、春・夏

休みに泊りがけで遠方の農家に遠征すること

もあります。

畑の土に触れ

野菜や果物の

香りを嗅ぎ、

採れたてを味

わう…といっ

た、五感を通

しての実体験

を大切にして

きました。北は岩手から蘭は静岡まで遠征先

は津々浦々。無農薬でお茶を栽培している静

岡の農家、ファストフードにレタスを知して

いる長野の大規模農家、山地に牛を放牧して

のびのび育てている岩手の畜産農家など、バ

ラエティに富んだ遠征先を選んでいます。

日帰りでは千葉県の農家を訪れることが多

く、つい最近も横芝町の城山みのり閑で梨の
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団体名は、農業（Farming）とお気に入り（Favorite）の2つの言葉を合せたもの。

「農業を好きになってほしい！」という願いが込められています。2013年2月に設立

されて以来、「学生団体FaVo（がくせいだんたいふあぼ・以下、FaVo）」はさまざ

まな農業の現場でお手伝いをし、その体験をSNSで発信して、農業に関心をもつ
学生を増やすという活動を続けてきました。千葉大学、東京農業大学、明治大学、
慶応大学、東京理科大学など千葉県と東京都の大学の学生が中心メンバーとなって、

千葉県や長野県をはじめとする全国の農家を飛び回って活動しています。二代目
代表の佐藤千時さんと副代表の三津山京さんにお話を伺いました。

「∵「Tr1－、．、

着箸q方け

竿鞄、

「sunflowerproject」というユニークな取り

組みを進めています。「今年はひまわりの迷

路をつくって、満開になっをときには、たく

さんの人を呼んで楽しいイベントを開催しよ

うと計画しているんですよ」と三津山さん。

卦紆撰那凱宵御許朝川

農家の方との交流も、活動日的の一つ。農

作業で汗をかいたあとは、農家の皆さんと一

緒にご飯を食べながら、語り合います。「現

場に行くからこそ、農家のお一人おひとりの

熱い思いにふれることができる。マスメディ

アの情報からは見えない、農業の今の姿が見

えてきます」と佐藤さん。

〟領
封代三三津山貢fl、
千葉大学
園芸学部食料資源経済学科3年

農業と音楽をコラボレーションしたロックイ

ベントの運営も手掛けました。

活動の幅が広がり、メンバーの数も増えて

いる中、月2回の定例会を開催して意見交換

や企画会議を行っています。この5月には初

めてのワークショップを都内で主催。地域の

皆さんや農業に興味のある学生に向けて、野

菜の保存方法や保存食のレシピを発表し、好

評を博しました。また春に植え付けを手伝っ

たレタスが農家から提供され、参加者とおい

しく食べることができました。

「これまで農家さんにたくさんのことを教

えていただいたので、それを形にするアウト



地域福祉の充実をめざして、支える心のネットワーク。

璽福祉ちば
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